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	 	 無電流、定常、造り付けダイバータを特長とする大型ヘリカル装置（LHD）

型の核融合炉 FFHR（Force-Free	 Helical	 Reactor）の概念設計では、溶融塩フ

リーベ（Flibe）の自己冷却式 T 増殖ブランケットを主候補としている[1]。主

な理由は、（１）Ｔ溶解度が低いので（金属	 Li	 より８桁以上低い）、Ｔ回収が

容易でインベントリーを低く維持できる、（２）化学的反応性が低いので（BeF2

と LiF の生成自由エネルギー	 は各-106.9 と	 -125.2	 kcal/g-atom	 F と極めて安

定）、液体金属のような大気との急激な反応は起こさない、（３）蒸気圧が低い

ので（500℃でも〜４mPa）、高温でも常圧システムが構築できる、（４）電気伝

導度が低いので（電気抵抗率〜1Ωcm）、ＭＨＤ圧損の問題を回避でき、強磁場仕

様の核融合炉に適合する、（５）金属に比べて熱伝導率が低くて髙粘性（水の 10

倍以上）の髙プラントル(Pr)数流体であるが、密度と比熱は水と同等であるた

め、自己冷却システムも有望である等、優れた特長を有するからである。	 

	 	 他方、溶融塩フリーベの流動実験は、1960年代に米国の溶融塩原子炉MSRE

において、フッ素腐食に強いニッケル合金を使用し、Li-6分離除去でT生成を抑

制したFlibeを用いて、650°C付近で21,788時間の運転実績がある[2]。他方、核
融合炉では放射化するNi合金は使えず、フッ素Fに起因する材料腐食の抑制、増

殖Ｔ回収の容易さと表裏をなすＴ透過漏洩の抑制、自己冷却方式での強磁場下

の片面伝熱促進、の3点が核融合炉に特有な主な研究課題となっている。	 

	 	 講演では、日米事業JUPITER-IIでのTF	 の還元(Be	 +	 2TF	 →	 BeF2	 +	 T2)	 実

証[3]、Ｔ回収系の１次ループの設計[1]、代替溶融塩HTSのTNTループ（東北大
／NIFS）でのペブル充填管による伝熱性能向上 [4]、他を、様々なエピソードと
交えて紹介する。	 
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